
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度 竜北東小学校 第７号 

     文責 校長 服部 正 

学校ホームページＱＲコード → → 

【随時更新予中！是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】 

「人にやさしく しっかり学ぶ！ 夢を育む 『チーム東』」 ～ ふるさとを愛し、仲間とともに一人ひとりが輝く学校 ～ 

 

11/12（水）～11/1３（木）の１泊２日で、6年生が修学旅行 
に行きました。第１日目は、長崎市での様々な現地学習をとおして、
戦争の悲惨さを知り、平和の大切さについて考える貴重な体験ができ
ました。「被爆体験講話」では、長崎原爆被災者協議会の大石八重子
さんから、戦時中のくらしや原爆のおそろしさ、ご家族のことや平和
への思いなど、わかりやすくお話していただきました。 
「フィールドワーク」では、長崎さるくのガイドさんが各グループ

を引率し、被原爆落下中心地や平和の泉、浦上天主堂や永井隆記念館
などを、歴史的な経緯とともに丁寧に説明していただきました。 
原爆資料館の追悼空間で厳かに行った「平和集会」では、これまで

学級で学んできたことや今回の旅行であらたにした平和への思いを、
一人ひとりが強く誓いました。他にも、長崎の歴史や平和の大切さを
明るく、そして真剣に伝えていただいたバスガイドさん、原爆資料館
のスタッフに皆さんなど、たくさんの方との出会いが、この旅を貴重
な機会にしてくれました。 
大石さんの「戦後８０年です。原爆を体験した人から直接お話を聞

く機会は近い将来なくなるでしょう。だからこそ、一人ひとりが平和
を語り継いでいかなければ…」という言葉を実感した 1日でした。 

 

氷川町では、１１月の第１土曜日をＣＳの日（コミュニティ・
スクールの日）と名付け、竜北中学校と氷川中学校の２つの中学
校区で、それぞれの小学校を舞台に、「ふるさと氷川町」にちな
んだ取組が行われています。竜北中学校区では、毎年「オータム
交竜会」と題して、中学校２年生が、それぞれの母校の小学生に
授業を行っています。今年の「オータム交竜会」は、『ふるさと
への愛を深めよう』をテーマに、氷川町の生き物や自然、農産
物、人や文化、そして歴史などについて学びます。各学年の授業
内容は以下のとおりです。 
１年：「氷川の魚・虫と火打石」（生き物/自然）   
２年：「苺とシャインマスカット」（農産物） 
３年：「銘品と公園紹介」（観光・町おこし） 
４年：「宮原三神宮」（文化財・人） 
５年：苺（農産物） 
６年：氷川町の誕生～干拓～」（歴史） 

『ふるさと氷川への愛が深まる』すてきな一日になりました。 
 
 ＜児童代表 6年 橋本こはるさん のあいさつから＞ 

CS委員の皆さん、いつも私たち竜北東小学校児童の学校生活を見守

っていただきありがとうございます。今日は「オータム交竜会」を計

画いていただきありがとうございます。私は、「交竜会」で 竜北中の 

先輩方が「氷川町の干拓」について授業してくださるのが、とっても

楽しみです。しっかり学習しようと思います。そして午後は、地域の

方の指導で「フラワーアレンジメント」の体験をさせていただきま

す。はじめてのことなので、とってもうれしいです。CS委員の皆さ

ん、竜北中の先輩方、今日はどうぞよろしくお願いします。 

 

 

土曜授業を 12月 13日（土）に行います。今年も
「持久走大会」と学校運営協議会（CS）主催の「ク
リスマスリース＆お正月リースづくり」を予定してい
ます。持久走大会では、いつもの体育の授業とは違っ
た雰囲気にわくわくしながら、子どもたちが元気いっ
ぱい走ります。あたたかい声援をよろしくお願いしま
す。また、「リースづくり」は、保護者の皆さん同士
や地域の方との交流を深める楽しい機会となるよう学
校運営協議会委員の皆さんが準備に取り組まれていま
す。たくさんのご参加をお待ちしています。 

被爆体験講話（長崎平和推進協会継承部） 平和集会（長崎原爆資料館） 

長崎さるくガイドさんとのフィールドワーク 

はじまりの式…趣旨説明、担当の中学生、CS委員紹介 
和集会（長崎平和公園） 

「オータム交竜会」…中学生による交流授業 

ふりかえり…中学生と CS委員による授業や取組の反省 


